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フィールド３ 経済活力 

～持続的発展が可能な、活力ある産業活動の実現～ 

 

◎工業の振興 

 
（施）地場産業育成費（経済部 商工労政課）（拡充） 

１２，９７２千円（4,791千円） 

１ 事業目的 

ものづくり産業を支える本市中小企業が抱える諸問題を解決し、継続的に発展で

きる地場産業の活性化を図る。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ ２５年度の事業内容 

（１）新居浜ものづくりブランド創出・支援等事業（６，４４９千円） 

（仮称）新居浜ものづくり創出・認定委員会を設置し、事業所が持つ製品・

技術をものづくりブランドとして認定し、販路開拓や受注開拓の具体的な支

援策を検討する。 

   平成２５年度は、販路開拓に向けたパンフレットの作成、展示会等への積

極的な参加を行う。併せて、委員会において、新たなものづくりブランド創

出のための検討を行う。 

（２）中小企業新事業展開支援事業（５，５２３千円） 

新事業への展開を考えている事業所への訪問、聞き取り、知的財産に係る

相談、セミナー等の開催を通じて、新事業への転換が図れるよう支援を行う。 

（３）地場産業持続的発展推進事業補助金（１，０００千円） 

新居浜機械産業協同組合が実施する受注開拓事業、人材育成事業等に対し

助成することにより、地場産業界及び本市産業の活性化を図る。 
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◎農業の振興 

 
（単）市単独土地改良事業（経済部 農地整備課） 

４０，０００千円（40,000千円） 

１ 事業目的 

本事業は、受益面積 5.0ha未満及び県単独土地改良事業の適用を受けない農道及

び、かんがい排水施設等の整備を行うものであり、地域に応じた効果的・公益的な

生産基盤の整備を推進し、農業生産の安定化を図ってきたところである。 

今年度の事業内容は、前年度と同様に各土地改良区からの要望事項の中から緊急

性の高いものを整備する予定である。 

２ 事業年度 

平成２５年度        

３ ２５度の事業内容 

（１）補助金       ３８，０００千円 

水路改良等 

（２）原材料費       ２，０００千円 

 

（単）農道維持管理事業（経済部 農地整備課） 

２０，０００千円（20,000千円） 

１ 事業目的 

本事業は、農業用施設の改修及び補修を行うものであり、施設の機能低下の防止、

延命化又は事故等の未然防止を図るものである。 

事業内容は、前年度と同様に土地改良区、自治会又は市民の方々の要望事項の中

から緊急性の高いものを速やかに実施する予定である。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ ２５年度の事業内容 

（１）施設修繕料            ７，０００千円 

（２）委託料   浚渫委託料     ２，０００千円 

道路管理委託料     １，０００千円 

測量委託料等    ２，５００千円 

（３）工事費              ７，０００千円 

（４）用地費               ５００千円 
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（施）有害鳥獣駆除費（経済部 農林水産課） 

１,７５０千円（1,550千円） 

１ 事業目的 

山林に生息する鳥獣（イノシシ等）が、人家付近及び田畑へ出没を繰り返し、水

稲等の農作物に被害を与えている。新居浜市では「新居浜市鳥獣被害防止計画」に

基づき、適正かつ継続して有害鳥獣駆除に取り組むことにより、農作物被害の軽減

を図るとともに、地域住民の安全を確保する。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ ２５年度の事業内容 

（１）報償費        １，６７０千円 

・捕獲奨励  イノシシ・サル・シカを捕獲した市内３猟友会に対して、

１頭１万円 

・緊急対応  市街地に出没したイノシシの捕獲及び追い払いを行った

猟友会員に対する報償費 

（２）消耗品費          ８０千円 

・注意喚起看板 捕獲用網等 

４ 財源内訳 

（１）県     400千円 

（２）一財   1,350千円 

 

（施）農村地域整備開発促進費（経済部 農林水産課）（拡充） 

８，６８３千円（450千円） 

１ 事業目的 

農業従事者の高齢化の進行や農業担い手不足、耕作放棄地面積の高止まり等、本

市農業の抱える諸問題に対応するため、認定農業者及び認定指向者を地域農業の担

い手として位置づけ、効率的かつ安定的な農業経営体の確保・育成を図るとともに、

遊休農地の活用に努める。 

また、若い担い手の確保・育成のため、青年就農給付金事業を実施し、不安定な

就農直後の経営安定を図ることにより、農業への定着を目指す。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

  ３ ２５年度の事業内容 

     （１）農業担い手等対象パソコン研修会等  １００千円 

（２）遊休農地での景観形成        ２２８千円 

（３）農業先進地視察           １０５千円 

（４）青年就農給付金事業       ８，２５０千円 

    原則４５歳未満の要件を満たした青年就農者に対し、年間に個人の場

合１５０万円、夫婦の場合２２５万円を最長５年間支給し、若い担い手

の確保・育成を図る。 

４ 財源内訳 

（１）県    8,250千円 

（２）一財    433千円 
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◎林業の振興 

 
（施）木質バイオマス間伐材安定供給整備事業費（経済部 農林水産課）（新規） 

５，０００千円 

１ 事業目的 

   住友共同電力株式会社が実施する木質バイオマス発電事業において利用する間

伐材等を安定的に供給する体制を構築することにより、石油消費量の節約による

ＣО²排出量の削減と、地域の間伐材等の活用促進による森林整備の推進により、

二酸化炭素吸収源を確保するなど、地球温暖化防止等森林の持つ公益的機能の高

度発揮を図る。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

  ３ 事業概要 

     住友共同電力株式会社と住友林業フォレストサービス株式会社が締結している

間伐材等安定取引協定に基づく間伐材等の取引について、運搬コストの上昇が事

業主体の負担となり、木質バイオマス発電事業に支障となっていることから、間

伐材等の安定的な供給を促進するために、市が積極的に関与し、運搬経費に対し

て支援を行う。 

４ ２５年度の事業内容 

  間伐材等安定取引協定に基づき運搬費に対する補助 

    運搬コスト 1 トン当たり３，０００円（当初計画）を超える部分の２分の１

を補助する。ただし、平成２３年度実績による運搬コストは、３，８００円で

あったため、４００円（差額８００円の１／２）を上限とする。 

（１）補助金   ５，０００千円 

目標取引量（協定）１２，５００トン×４００円 

４ 財源内訳 

（１）繰入金    5,000千円（環境保全基金） 

 

◎観光・物産の振興 

 
（施）観光宣伝推進費（経済部 運輸観光課）（拡充） 

８，４６１千円（3,323千円） 

１ 事業目的 

観光パンフレットやポスター等により、産業遺産や新居浜太鼓祭り等の本市の観

光資源を積極的に宣伝し、観光客の誘致促進を図り、交流人口の増加による地域経

済の活性化を推進する。 

また、市内の観光施設、特産品等の観光素材を組み合わせた着地型旅行商品の企

画、造成、観光関係者を対象とした勉強会の開催、県が主導する「市町連携フェア」

への参加等により、観光と物産のブランド力の向上を図る。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ ２５年度の事業内容   

（１）太鼓祭り・観光パンフレット製作等     １，９７３千円 

（２）「市町連携フェア」物品、旅費等        ７４６千円 

（３）着地型旅行商品造成事業委託        ５，３５５千円 

（４）その他観光事務費               ３８７千円 
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◎運輸交通体系の整備 
    

（施）デマンドタクシー導入事業費（経済部 運輸観光課） 

７，７２５千円（17,216千円） 

１ 事業目的 

平成２０年度に策定した都市交通計画では、バス交通空白地域へ新たな公共交通

を随時導入し、高齢社会に対応し、交通弱者のための市内公共交通体系を確保す

ることを目指すこととしている。そのため、平成２３年１月から実施しているデ

マンドタクシーの試験運行を引き続き、平成２５年９月までの６か月間実施する。 

なお、１０月以降も本格運行としての運行を継続するかどうかは、現在検討中で

あり、３月中を目途に方針を決定する。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ ２５年度の事業内容 

（１）負担金                        ７，７２５千円 

・実施主体  新居浜市地域公共交通活性化協議会 

・運行エリア及び利用対象地域 

川東エリア（荷内・阿島地域）、 

上部東エリア（船木地域） 

上部西エリア（大生院・萩生地域）  

・運行日・運行時間 

週５日（土・日・祝日は運休）の午前９時から午後４時まで 

毎時００分発（一日８便） 

４ 財源内訳 

（１）雑入     3,865千円（事業者への国庫補助、利用料収入） 

（２）一財      3,860千円 
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◎雇用環境の整備・充実 

 
（施）緊急雇用創出事業費  

６０，９４３千円 

１ 事業目的 

現下の厳しい雇用情勢に対処するため、各種緊急雇用創出事業を行う。 

２ 事業年度 

平成２５年度 

３ 事業概要 

各種緊急雇用創出事業により２３人の新規雇用を確保する。 

４ ２５年度の事業内容 

 

事  業  名 
雇用 

人数 

事業費 

(千円) 
担 当 課 

地域包括支援センター事務補助事業費 １ 2,388 介護福祉課 

特定健康診査受診勧奨事業費 ２ 4,847 国保課 

がん予防及び予防接種啓発等事業費 ２ 4,320 保健ｾﾝﾀｰ 

業務継続計画作成事業費 １ 2,030 防災安全課 

中間的就労活用による自立支援事業費 ３ 11,301 商工労政課 

ものづくり人材育成ニーズ調査事業費 ２ 9,763 商工労政課 

就業困難者就業支援事業費 ２ 2,875 商工労政課 

環境配慮商店街づくり支援事業費 ２ 2,696 商工労政課 

東平産業遺産観光案内事業費 ３ 4,930 運輸観光課 

荒廃竹林環境保全整備事業費 ５ 15,793 農林水産課 

合     計 ２３ 60,943  

５ 財源内訳 

（１）県  100％   60,943千円  


